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令和６（2024）年度 事業報告書 

 

通期の延利用者数は、川崎海員会館 10,055 人（前年比＋1,164 人）、エスカル横浜 29,220

人（前年比＋2,502 人）、ナビオス横浜 50,854 人（前年比＋3,626 人）、エスカル神戸

14,299 人（前年比－1,482 人）となった。エスカル神戸は船員海事の利用者数は昨年とほ

ぼ同数となっており、減少分はほぼ一般の利用者である。 

 

① 各施設の運営状況 

2024年度通期の利用者数は４館合計で104,428人と５年ぶりに10万人（前期比＋5,810

人、うち船員海事 45,280 人（前期比＋5,996 人））を超える結果となった。また、４館と

もに売上予算を達成し、通期の事業収益計は４館合計で 1,021 百万円と、５年ぶりに 10

億円を超える結果となった。一方で経常費用も増加したものの、減価償却後で黒字を確保

した。 

 

A. 川崎海員会館 

  延べ利用者数は昨年より増加し、予算 9,300 人に対し 108.1％の達成率となった。７月

８月が低稼働となったが、後半盛り返す形となった。諸物価高騰に対し、2024 年 10 月

から宿泊料金を改定したが、今のところ大きな客離れは発生していない。高校のスポー

ツ団体の予約も軌道にのりつつある。第４四半期はほぼ満室となるなか、部屋の不足に

対しては横浜２館へ宿泊客を融通し、顧客のニーズに応えた。一方で川崎は朝食・夕食

の売上高が全体の売上に占める割合が高いなか、喫食率が低下傾向にある。アンケート

や新メニューの開発など、喫食率の向上に向けて取り組む。 

 

B. エスカル横浜 

  延べ利用者数は昨年より増加し、予算 24,300 人に対し 120.2％の達成率となった。宿泊

については概ね好調を維持し、特に３月は学生の利用が好調で初めて単月で宿泊売上２

千万円を達成した。一方、レストラン運営については、原価率の見直しや朝食料金の改

定などに取り組んだものの、まだまだ改善の余地が残されている。昼食は土日祝日のみ

として勤務シフトの見直しを図るとともに、毎週１件を目標にパーティプラン販売のた

めの営業に取り組む。 

 

C. ナビオス横浜 

  延べ利用者数も昨年より増加し、予算 42,073 人に対し 112％の達成率となった。宿泊に

ついては概ね好調を維持し、会議・宴会についても対面式の開催が増え、年末年始の好

調を後押しした。一方、リネン、客室清掃業者等、値上げの要請を受け、2025 年４月１
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日より新料金で契約を改定する予定である。また、諸物価高騰に対する措置として４月

１日より朝食料金を一般 2000 円（400 円 UP）・船員海事 1600 円（400 円 UP）また、

宿泊料金を船員 7500 円（400 円 UP）、海事 8100 円（450 円 UP）の改定を実施する。

なお、今年度は１月２月の閑散期においても郵船クルーズ社職員の連泊があり、稼働率

があがった。総じてナビオス横浜は順調に回復しつつあるものの、人材不足感は否めず、

引き続き人材確保は最優先課題と捉え、採用を進めていく。 

 

D. エスカル神戸 

   延べ利用者数はほぼ予算並み、予算 14,240 人に対し 99.5％の達成率となった。一般の

利用が少し減少したものの、船員・海事の利用者数はほぼ昨年と同数のなか、６月に宿

泊料の改定を行い、収支はプラスとなっている。１０月１１月に学会特需をうまく取り

込めたことが宿泊売上の増加に寄与した。船員・海事の利用を確保しつつ、大阪・関西

万博の動向も注視する。 

 

以 上 

 

 


